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(1) 

点𝑃における円𝐶の接線上の点を𝑦とすると |𝑦| = |𝑦 − 2𝑧| 

𝐴𝑄は𝑂𝑃と平行であるから、𝑘を実数として𝑢 = 1 + 𝑘𝑧とおける。 
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代入して 𝑢 = 1 + (2 − (𝑧 + 𝑧))𝑧 = 1 + 2𝑧 − 𝑧2 − 𝑧𝑧 = 2𝑧 − 𝑧2 ∴ 𝑢 = 2𝑧 − 𝑧2  ⋯ ⋯ (答) 
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(2) 

𝑧 = 𝑒𝑖𝜃とする。条件により、 cos 𝜃 ≦
1
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、
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𝜋の範囲で考える。 
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以上により、𝑅(𝑤) = 𝑥 + 𝑖𝑦の軌跡は 
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図示すると右図の通り。 

 

 

※ 

(1)で、𝑢 = 2𝑧 − 𝑧2を求めるところが、最難関と思われる。 

方法は色々考えられるが、ここでは幾何的に解いた。 

 

(2)で曲線の式を求めるだけなら、(1)より、𝑥 + 𝑖𝑦を 

|𝑤 + 𝑤 − 1| = 2|𝑤|に代入する方が早い。 

存在範囲については、偏角で限定するか、絶対値で限定するか、色々考えられる。 
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を準線とする、放物線を表していることがわかる。 
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